


予告︕  wam 第 16 回特別展 

朝鮮⼈「慰安婦」の声をきく 
日本の植民地支配責任を果たすために 

展⽰期間︓2019 年 3 ⽉ 1 ⽇（⾦）〜2020 年 3 ⽉末 
「『慰安婦』問題は解決済み」「強制連行はなかった」と事実の否定を繰り返す日本政府とメ

ディア、それを鵜呑みにする日本人は、そもそも、被害者の証言に耳を傾けてきたのでしょう

か？ 日本の植民地支配・侵略とは何だったのかを学んだことがあるのでしょうか？ 

東アジアに生きる私たちの「いま」は、日本がアイヌモシリ・琉球を日本に組み込み、朝鮮・

台湾を植民地とし、アジア・太平洋地域を侵略した歴史と切り離せないものです。「解放後」

の朝鮮――南北分断、朝鮮戦争、開発・軍事独裁――も当然、日本と無関係ではありえません。

しかし、近現代の歴史感覚が抜け落ちた日本社会では、そのつながりに目を向けないまま、

「植民者」「支配者」の意識が続いています。 

今回の特別展は三・一独立運動 100 年の日にスタートします。植民地支配の責任を果たそ

うとせず、日本軍「慰安婦」制度の事実を認められない社会を形作る、いまも続く日本の植民

地主義を問います。 

 
――――――――主な展⽰内容―――――――― 
朝鮮⼈「慰安婦」の声 
 ・朝鮮⺠主主義⼈⺠共和国および⼤韓⺠国の政府に登録された 

「慰安婦」被害者の連⾏地・連⾏先データ公開 
・公開証⾔した朝鮮⼈「慰安婦」160 ⼈の声 
・朝鮮⼈「慰安婦」の被害と戦後 

⽇本の朝鮮侵略・植⺠地⽀配と⽇本軍「慰安婦」制度 
 ・⽇本の朝鮮侵略年表と収奪・差別の構造 

・朝鮮に輸出した近代公娼制と軍隊・警察 
・いまも続く―⽇本の植⺠地主義と差別 

朝鮮の⼥性たちの闘い 
 ・韓国の⺠主化と⼥性運動 

・ハルモニとともに―⽀援運動とその広がり 
・逆なでする⽇本政府と暴⾔ 
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